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３月２日(月) 

一 度 き り 

 

聖書朗読  へブル１０：１～１８ 

私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを書いたのは、あ

なたがたが永遠のいのちを持っていることを、あなたがたによくわからせるためで

す。                       Ⅰヨハネ ５：１３ 

 

    たとえば洗濯、納税準備、学校のテスト、勤務評定など何度も繰り返してしなけ

ればならないことがあります。一度だけで済めばいいのにと思いますよね。でも、こ

ういった日常的なこととは異なり、福音は、私たちの救いにとって一度切りのことで

した。福音とは、イエス様という全きいけにえです。古代ギリシャ語（ローマ帝国の

時代に用いられ、新約聖書が書かれた言語）では、「一度」というだけはなく、最終性

を強調するために「一度きり」（ただ一度）と書いています。次の文章をゆっくり読ん

でみましょう。 

  「もしそうでなかったら、世の初めから幾度も苦難を受けなければならなかった

でしょう。しかしキリストは、ただ一度、今の世の終わりに、ご自身をいけにとして

罪を取り除くために、来られたのです。そして、人間には、一度死ぬことと死後にさ

ばきを受けることが定まっているように」（へブル９：２６～２７）。 

  「キリストも一度罪のために死なれました。正しい方が悪い人々の身代わりとな

ったのです。それは、肉においては死に渡され、霊においては生かされて、私たちを

神のみもとに導くためでした」(Ⅰペテロ３：１８)。 

  この福音は、イエス様の血が、私たちを神様の子どもとして清め続けてくださっ

ているとうことを意味しています（Ⅰヨハネ１：７～９）。私たちはこの福音をすでに

いただいているのですから、もう一度ねだるようなことはしません。この福音に感謝

して、それを喜びましょう。 

 

讃美歌 １３６  

祈 り 主、神様、イエス様をもって救いを確かなものにしてくださいましたことを

感謝します。 

イエス様のお名前とあなたの御恵みにおいて。アーメン。 

 

ボブ・メイズ 

                        テキサス州 ラボック 

 

 

 

 



 

３月３日(火) 

罪、咎を赦された確信 

 

聖書朗読  へブル １０：１９～２２ 

  全き信仰をもって、真心から神に近づこうではありませんか。 

                        へブル １０：２２ 

 

  どうしてそれほど多くの信仰深いクリスチャンが、永遠の運命について心配する

のでしょうか？  

  良いことをしているのに、キリストの赦しに確信が持てないクリスチャンがいる

ことに、私はかねがね驚いています。 

  私たちが天国に行くことに疑いを持ったり、恐れたりするのはどうしてでしょ

う？ もしかしたら、それは、永遠の運命が自分自身の善良さにかかっていると思っ

ているせいなのかもしれません。私たちの確信は、十字架上でイエス様が私たちのた

めにしてくださったこと、そしてイエス様の血が今も私たちにしてくださっているこ

と（Ⅰヨハネ１：７）の中にあります。 

  自分のことと自分の欠点ばかりを考えているうちは、赦された確信はありません。

へりくだり、自分の罪を言い表したとき、神様は私たちの罪を赦してくださり、すべ

ての罪から私たちをきよめてくださいます（Ⅰヨハネ１：９）。パウロは霊感を受けて

このように言いました。「こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定

められることは決してありません。」（ローマ８：１）。 

    私は、聖霊で満たされた器として 

日々、神の御前に自分自身をささげてきました。 

そして、永遠なる神は、ご自身が私たちに約束してくださった 

救いの確信で、日々私たちを満たしてくださいます。 

                      アンドリュー・マーレー 

   

讃美歌 ４５ 

祈 り 私たちが自分のためにできないことを代わりにしてくださるために、御子 

をお遣わしくださいましたこと、救いの確信と喜びをもって私たちを祝福 

してくださいますことを感謝します。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

リチャード・N・アディ 

オレゴン州 グレシャム

 

３月４日（水） 

朽ちることのないいのち 

 

聖書朗読  へブル ４：１４～１６、７：１５～１７ 

  私たちの信仰、これこそ、世に打ち勝った勝利です。  Ⅰヨハネ５：４ 

 

  へブル人への手紙の著者が、自分の群れについてよく知っていたことは明らかで、

さらに彼らが疲労していることもわかっていました。信仰生活は、困難と苦痛に満ち、

それがへブルの信者たちの試練になっていました。この試練は戦う価値があるのか？

とへブルの人たちは思いましたが、手紙の著者の答えは、イエス様が再び来られるこ

とを覚えましょう、というものでした。そうするなら、自分たちの答えが「そうだ、

その通り」と鳴り響くことを確信していました。 

  人々の心をとらえるような表現で、へブルの手紙の著者は、イエス様が「朽ちる

ことのない、いのちの力」（７：１６）をお持ちであると書いています。イエス様が地

上での日々で遭われたこと、耐えられた苦痛がどのようなものであったかは、私たち

の想像を超えたものです。イエス様は最悪の事態に遭遇されましたが、朽ちることの

ない力で乗り越えられ神のみもとに行かれました。 

  朽ちることのないいのちこそが、私たち信仰者が求めているものです。それは努

力に値する以上の戦いでもあります。そもそも、失望や心痛から逃れることのできる

人生はありません。問題は、これらの戦いにどのようにして勝利していくかです。イ

エス様への信仰を固く守ることは時として容易なことではありません。イエス様のよ

うに、神様に全き信頼を置くことは時として難しい場合があります。しかし、私たち

は苦難と闘い、主に信頼し、打ち負かされることなく歩もうではありませんか。 

   

讃美歌 ２６２ 

祈 り 私のお父様。イエス様のうちに豊かに示されているあなたの慈しみは、今日

という日に勇気をもって立ち向かう希望と強さを与えてくれます。 

キリストのお名前によって。アーメン。 

 

マイク・サンダース 

アイダホ州 ボイシ 

                          



 

３月５日（木） 

信   仰 

 

聖書朗読  へブル １１：１～６ 

  信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確信させるものです。 

へブル １１：１ 

 

「信仰がなければ、私たちは暗闇の中のステンドグラスの窓のようになってしま

います」。これは、１９９０年、完成までに８３年の歳月をかけ、長い間待ち望まれた

ワシントン大聖堂に最後の石を置いたとき、ジョージ・H・W・ブッシュ大統領が言っ

た言葉です。 

  信仰とは、名詞とも言えます（使徒６：７、ユダ３）。さらに、水（バプテスマ）

を加えると動詞になります（ヤコブ２：１８）。神様を信じ、そしてバプテスマを受け

ることは、「行ないのある信仰」として反応を活性化させます。 

  私たちの生活は信じることを前提として、行われています。たとえば、私たちは

床は落ちないと信じていますし、車はブレーキを踏めば止まるものと信じています。 

  でも私たちが神様を信じることは、こういったことよりももっと深いものです。

それは全能の、宇宙という目に見えない神様を信じることです。神様は誠実なお方で

いらっしゃるので、約束を守られます。私たちはそれに基づいて行動していますか？ 

あなたの人生にもし神様がいてくださらなかったら、そんな人生にするつもりはない

と思いますが、その人生には何がありますか？ 神様が今日、あなたに求めていらっ

しゃることをする知恵と勇気を、神様が与えてくださることを信じましょう。 

 

讃美歌 ２８０ 

祈 り 私たちの愛するお父様。私たちがもっとあなたをご信頼して、愛するお父

様がいてくださるように行動することができますように助けてください。

私たちが信仰を持って、信仰によって行動することができるように助けて

ください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

デール・ジェンキンス 

                     テネシー州、スプリングヒル 

 

 

 

 

 

 

 

３月６日（金） 

御   心 

 

聖書朗読 ヤコブ ４：１３〜１７ 

「神のみこころなら、またあなたがたのところに帰って来ます」と言って別れを告

げ、エペソから船出した。               使徒 １８：２１ 

                 

 

  将来計画を立てることは賢いことですが、御心が伴わなかったが故にそれがかな

わないことはよくあります。時に私たちは、自らの未来が自らの手の内にあると勘違

いして行動してしまうことがあります。人生ははかないものであり、明日のことは分

からないとヤコブは説いています。またほかにも、「あすのことを誇るな。一日のうち

に何が起こるか、あなたは知らないからだ。」（箴言２７：１）とあるように聖書にこ

のことは何度も記されています。神様が未来のすべてをご存じなのに、その神様を無

視した計画を立てたところで意味はありません。明日、来年、そして十年後、あなた

は何をしていたいですか。神様がその計画に入ってくださり、より良く修正してくだ

さるとしたらどうですか。 

  だから神様の意思を考慮して計画を作ることこそが賢明なのです。ですから、ク

リスチャンは将来計画を描くときに、D.V.を用いていました。（D.V.とはラテン語の

Deo Volenteの略。日本語に訳すと「みこころならば」という意味。）使徒パウロのよ

うに計画を立てるときには神様の御心を確認する必要があります。「あなたのしよう

とすることを主にゆだねよ。そうすれば、あなたの計画はゆるがない。」（箴言１６：

３）と箴言の著者も記しています。神様をあなたの中心におく計画を立てれば、あな

たが失望することはなくなるのです。 

 

 

讃美歌  ４９２ 

祈 り 愛するお父様。あなたが私たちの人生を導いてくださることに感謝いたし

ます。どうかあなたの御心にそった計画を立てることができますように。 

信じます主イエスキリストの御名によってお祈りします。アーメン。 

 

デイル・フォスター 

                         テキサス州 サイプレス 

 

 

 



 

３月７日(土) 

隠された宝 

 

聖書朗読 Ⅰぺテロ １：３〜５ 

天の御国は、畑に隠された宝のようなものです。人はその宝を見つけると、それを

隠しておいて、大喜びで帰り、持ち物を全部売り払ってその畑を買います。  

                 マタイ １３：４４ 

 

  テキサス州シェフィールドは西に位置する、かつてリー・アリソンの農園であっ

た場所に立つバンクハウス（アメリカの宿泊施設）の庭の、ちょうどドアを出て右の

ところにはブリキの宝箱が埋まっています。なんで私がそれを知っているのでしょ

う？それは私がその宝箱を埋めた張本人だからです。７歳のころ、私は家族とともに

このアリソン農園に引っ越しました。移り住んだ家の近くにはお店とバンクハウスが

合わさったような施設があり、そこが幼い私の最高の遊び場でした。しかし私が中学

生だった時に農園から出て行ったので、私はその時に埋めた宝箱を取り戻せずにいま

した。 

 バンクハウスの扉を出て、３歩進みます。そうしたら西に（右に）曲がりさらに３

歩進みます。そしたらそこを慎重に掘ってください。深さ３０㎝以上掘ってはいけま

せん。そして皆さんに覚えておいてほしいのは、この３歩というのは子供の歩幅で、

ということです。大人の足では正しい場所にはたどり着けません。そうして見つけた

宝箱の中にはこのようなものが入っていると思います。アメリカ連合国ドル（おそら

く偽物）、いくつかのビー玉（少なくとも大きな猫の目のようなビー玉が２つ）、何枚

かのコイン、そして小さな夢見る男の子が想像する限りの素敵なものたちです。しか

し覚悟しておいてください。おそらく宝箱は錆びていますし、ひょっとしたら壊れて

しまっているかもしれません。 

 もう、お判りですか。この世の宝は朽ちます。しかし、あなたはすでに主にある宝

物を手に入れているのです。それは神の御国です。さあ、立ち戻ってあなたの持って

いる物なんでも、この宝物のために使いなさい。 

 

讃美歌  ５１３ 

祈 り 天にいます父なる神様、あなたの御名を讃美いたします。あなたが私たち

のために備えてくださっためぐみに感謝いたします。 

信じます主イエスキリストの御名を通してこのお祈りを御前にお捧 

げします。アーメン。 

クリス・フリッツェル 

                        テキサス州 グランバリー 

 

 

 

３月８日(日) 

シンプルに 

 

聖書朗読 ヨハネの福音書 ３：１９〜２４ 

また、みことばを実行する人になりなさい。自分を欺いて、ただ聞くだけのもので

あってはいけません。                   ヤコブ １：２２ 

        

 

 助言や指示を手短に簡単に伝えるべきだとアドバイスされたことはありませんか。

「シンプルに」は非常に良いモットーです。 

 イエス様に目を向けることこそが、シンプルに生きるということです。最も重要な

方、イエス様のことを考え、ゴールを据えるのです。イエス様を見つめていると、私

たちの心は愛で満たされ、めぐみを口にし、謙虚に人を助けられるようになります。

なんてシンプルなんでしょうか。この私たちの選んだ方法は何も複雑でなければ面倒

でもありません。「わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからです」（マタ

イ １１：３０）。 

 

 最高の信仰生活とは、輝きを失うことのない 

   燦燦と輝く日光の中の喜び溢れる生活ではなく、 

神の愛のもとで、神に疑うことのない 

全き信頼を置く生き方である。 

         A.W.Thorold 

 

讃美歌  ２６７ 

祈 り 天にいます父なる神様。あなたの意志を、愛をただ受け入れられるように

導いてください。私たちが過去に様々なことに気を取られていたことを許

し、あなただけを見つめて生きていけるようにしてください。 

イエス様の御名によりて、アーメン。 

ウィリアム・Ｔ・マコーン 

                          オレゴン州 フィロマス 

 

 


